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犬と猪の埴輪（昼神車塚古墳）

　今から約1,500年前の古墳時代、
埋葬された有力者の安らかな眠り
を保つため、さまざまな埴輪が古
墳の周りに立て並べられました。と
りわけモノの形をかたどった形象
埴輪は、当時の人々の服装や髪
型、道具、住居などを今に伝える
一級の資料です。この中には動物
の埴輪として、馬、猪、犬、鹿、
牛、猿、ムササビなどの哺乳類に
加えて、鶏、鴨、鵜、鷹などの鳥類
や鮭や鯔（ボラ）などの魚類の埴
輪もあります。一方で、弥生時代の
銅鐸絵画にみられる爬虫類や両生
類、昆虫などは存在しません。埴
輪は当時の人々とつながりが深く、
古墳での祭りにふさわしい動物が

選ばれたのだと考えられます。
　本市で見つかった埴輪には、古
墳時代に海外からもたらされた動
物の姿も。希少な動物を所有して
いたことを示す今城塚古墳の馬や
牛の埴輪があります。特に牛の埴
輪は全国でも10例程度しか確認さ
れていない珍しいものです。さまざ
まな文物を手にした大王の墓なら
ではの埴輪といえます。
　また、昼神車塚古墳の犬と猪の
埴輪は、首輪をした2頭の猟犬に猪
が前後から追い立てられて、牙を
むいて威嚇するという狩りの一場
面を表しています。動物との営み
が表現されたものとして、今城塚
古墳には、鷹狩りを表した鷹を腕

に乗せる人物や鵜飼いを表した鵜
の埴輪があります。また、家形埴輪
の軒先にも水中で魚をついばむ鵜
の姿が描かれています。
　このように動物の埴輪は古くか
ら続く人と動物の関わりを、私たち
に教えてくれます。当時の人々が動
物の特徴をどのように捉えていた
のかにも注目し、本市の表現豊か
な埴輪を鑑賞してみてください。
� （埋蔵文化財調査センター）

第3回：掃除・整理整頓編
生活習慣を見直してアクションを始めることが、省エネ達人への

第一歩。まずはあなたのエコレベルを確認しましょう。
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自宅で過ごす時間が増えがちになる、じめじめとした梅雨の時期。気分までどんよりしないためにも、プチ大掃除しちゃ

いませんか。冬と比べると気温が高くて汚れが落ちやすく、湿気の影響でほこりが舞いにくい今の季節は掃除のベスト

シーズン。梅雨の時期のプチ大掃除で汚れの蓄積を防げば、年末の大掃除がぐっと楽になること、間違いなしですよ。

まずは、小さいアクションから。

あなたをきっかけに、ムーブメ

ントが巻き起こるかも

整理整頓が苦手だ
掃除機はあらかじめ

部屋を片付けてからかける

掃除機は場所に合わせて

強弱を変えている

冷蔵庫の放熱部（上部や周辺）の

ホコリを定期的に掃除している

お風呂の残り湯を使って洗濯

や水回りの掃除をしている

古着や使用後の歯ブラシなどを

捨てる前に掃除に活用している

洗剤は適量を守って

使用している

ほうきやフローリングモップなどの

掃除を取り入れている

掃除機のダストボックスや

紙パックがごみでいっぱいのままだ

日常的に「ちょこっと」

「ついでに」掃除を心掛けている

まずはワンアクションから。

地球の未来を救うのは、あなた

かもしれません

あなたこそ、真の「省エネ達人」

です。今後は周りの人も巻き込ん

で、エコの輪を広げましょう
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